
法隆 寺 の 調査

平城宮跡発掘調査部

昭和55年度法隆寺防災工事に伴う発掘調査は， 54年度問機 ， 恒原考古学研究所と共同で ， 四

院を中心に ， 55年6月から56年3月まで， 合計73ケ所のトレンチを設定して実施した。 調査而

棋は約J4QQm Z である。 調査1也は旧導水管埋設箇所と新管埋設予定地で， 重要な遺品与を検出し

た地区では管迂回のため， illt持の範囲1i'{1［認調査を行なった。 ここでは， 顕著な遺構を確認した

菌室閃辺・講堂東・旧回廊・現回廊の各地区の成果を報告する。

菌室地区 間面回JiiBと現西室の問には， 承踏年間（ 10i7～81年）に北顕一房を残して焼失した，

当初の西室の存在が考えられていた。 第3トレンチでは前3条， 瓦数， 瓦列， 磁石据付穴と考

えられる穴， 瓦器 ・ 瓦を含む土卯iを検出した。 幅約 6QCJl1， 深さ約30cmの南北前S DOIは両

岸を石で護岸し， 奈良～平安時代の瓦・土器および中世の瓦然が出土した。 東西部S DOZの東

岸は新しい土臓で破壊されていたが， S DOIと接－続すると考えられる。 東西方向の瓦列S X03 

はS DOIの西岸から始まる。 S DOI の西約3mにはS D02を埋めた後の瓦列S D04があり，

これは丸瓦と平瓦を組合わせた掛水施設である。 S X03 · S D04は丸瓦の凸面を上にl順次玉縁

を重ねて組む。 これらと類似したill椛は聖霊院で検出されており， 基国の土留めと考えられて

いる。 S X03 ・ s D04及び周辺の瓦放は後｜止火を受けている。 S KOSには小礁が詰まり， 磁石

据付穴の可能性がある。 対応するものの確認のため， 凶約1omに第6トレンチを設けたが， 第

lトレンチで検出した中世の大規模な土成S K06が 及んでいたため検出できなかった。 第5ト

レンチでは， S DOZ

の北smで鈎手にii.ti

る1/ljS DO？・08を検

出したが， 性絡は不

明である。 今回検出

したS DOI ·02 ・ 04・

S X03は当初の西室

に関連する遺構と想

定でき， S DOI ・ 02

を雨務総と考えれば，

北一房の一 部を検出

したことになる。 S

DOI· S X03の位置

関係から， 当初の商

室は東室と対称位11S'. 法隆寺発掘調査｛立i白区l
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に配されていたことが明らかになった。 東室は『法隆寺（加

藍縁起打：流記子f財帳』記11氏のl四W1lJJのうち， 長さ17丈5尺

四室も束室とさほど差のないものとと記すものと一致し，

すれば長さ18丈l尺と記す伯爵をあてることができる。

大講堂の京は『聖徳太子伝夜、記』に「此誹講堂東地区

堂之東浦在北室跡。 石居少々 政見。 講堂同時焼失了。 中背

比也。」と記す位置にあたる。また，ilr-PFII 36 ＇，，乙の台風で松B
ここに北室のが倒れた際 ， 根本に礎石の存在が«M認され，

。i立椛が予想された。 第7トレンチでは地点下約：mcmの焼
凶盆地区調査j立構図土を混えた瓦回の下で北室l英Ijili ill fillの青年2条を検1:1：＼した。

S 009は幅約40cm ， 深さ約zo cmの構S 009 ・ 10はl刈r-\去を瓦で護岸し， 北京隅で接続する。

塀S A 12はS D°JOと方（立を央．にする位列で柱問2.4111 の2間分を検出しさら に北にのびる。

西院創%！！以前のロたが， 建物の可能性もある。 方｜以北に対する偏角は法草伽1誌の方位に近く，

遺構との関わりは不明である。 礎能性がある。 以前に確認されていた随μは！京位世を保たず ，

S 009・10は雨泌総と考えられ ， 北主に伴う可能性が強し 、。辺socmある。石は方形で上面は

第9トレンチでは南雨務部S D 14, ��14トレソチでは束r:Fi'/#i!1iと考えられるS D 1 5を検出した。

南北12.4111となる。Jlilのii.\を考r.si:これらのmから北室の基凶規絞を復原すると， 東西35.4111,

すれば『資財帳』に記す長さ10丈6 ）込，帆’3丈8尺の僧房に比定できる。

2昨堂京地区調査泣構図・推定北室�l.'ii'
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旧北面回廊 鐘楼・経蔵を経て大mlt堂にとりつく北面回廊は， 当初講堂の前面で閉じるもの

で， これは『資材帳』からも推定でき， 浅野清氏の調査では北雨務前が検出されていた。 旧管

がこの位置に埋設されているため， 第10 ・ 18 ・ 19トレンチで旧回廊位置の再確認を 行なった。

各トレンチともに， 後世：の撹乱が著しく， 基壇はすでにl�IJ平されていたが， 幅約0・smの北雨

務部S D 18を再確認した。 第10トレンチでは， この

部の綴灰岩製北側石の一部を検出し， 南側石の痕跡、

を 検出したが， 第18 ・ 19トレンチでは凝灰岩片が認

められたのみで ある。 南雨落都S Dl9は ， 第10トレ

ンチで幅J.3m あることをfi{li認している。 これらか

ら基壇幅は約6,Smの規模に復原できる。 第19トレ

ンチ南端の土城S K20からは飛鳥時代から中世に至

る瓦が多量に 出土した。 また， 第18トレンチでは平

安時代の土器を埋納したピットS X21を検出した。

X-154創5

旧北而回廊調査ill構図

現回廊 現回廊て。は導水管の通る位置に l l ヶ所のトレンチを設定した。 各トレンチの上田は

大正9年に 行なわれた修理時の積土がみとめられた。 第23 ・ 25トレンチでは地山上に約30 cm

の版築が行なわれている。 第23トレンチ版築土中から平安H寺代初頭の須恵器艶が出土， この頃

に基壇の部分的改修が行なわれたことぞ示している。 南関田原n南側の第26トレンチのj也山高は

�』23トレンチに比して約i m低く， 造営に際し大規模な切土が行なわれたことがわかる。 第24

トレンチでは地山上に原堆積土があり， その上に約40cmの厚さの整地を行なってから， 約60

cmの厚さの版Z裂が行－なわれる。 現回廊上回から地山国までは約l ・3mあり ， 回廊外の第22 ・ 29

トレンチでも地山面までは同様の深さで ある。 整地土は両トレンチで 認められるが， 第22トレ

ンチでは中也
a
にほとんど削平される。 また第22トレンチの現基壇の下に， 当初基也の地磁石と

考えられる凝灰岩列S X22を検出した。 北面回廊は大講堂と同じく地山削り出し基坦で， 南側

の第17トレンチの地山市との差は約l mあり， ここでも大規模な切土が行なわれていたことが

わかる。 第40トレンチて
‘
は地山上に焼土の地杭があり ， 版築土内にも木炭が混入している。 此

土層からは鉱絡が出土し， 西国回廊付近で金属製品の製造作業が行なわれたことを示している。

遺物 出土した造物の大半は瓦で， 軒瓦は 773点にのぼる（飛鳥時代12点， 白Ml時代262点， 奈

良 H寺代46点， 干安H寺代162点， 鎌倉時代以降291 J友）。 他に隅木議瓦 ・ 払尾 ・ 鬼瓦 ・ 蘭戸瓦等の道

具瓦やま容が出土した。 第7トレンチ土JJflISK 13から， 裏面に「貞観八年七月十日請脱口」とへ

ラ書きした埼が出土したのが， 「脱」は異体字にもみられず， 脱 ・ 配 ・ 酷の可能性がある。 い

ずれも酒に関する怠味があり， 瓦工のJliy,書と考えられる。 第19トレンチS K20から人物または

仏像の右肩を平瓦凸面にへラ拙きしたものが出土している。 隅木蓋瓦は ， 中心飾りの ある破片

が第3 トレンチから， 三角形の制りをもっ破片が第18トレンチから出土した。 文様は中心�fJiり

から左右へそれぞれ 4回反転する均整唐草文で， 2磁のパノレメ ットが交互に表現され， I限36
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cm
，

長さ42-6 cmに復原できる。 年代は文様から， 7世紀末から8世紀初頭と考えられる。

まとめ 昭和55年度の発抑制査によって得た， 主たる成栄をとりまとめておこう。

1. 商室の当初の位置が束室とほぼ対称の位置で雌認できた。

2. �持堂東側で検出した辿桃を， その規模から天平19年の『資財ti長』に記す第4の僧房に比

定できた。

3. 旧回廊の再Tt'f認と， iii主阻焼肢を確認することができた。

4. 現回l郎基庖が， 平安時代初頭に部分的な改修工事の行われた状況を示していたことなど

をあげることができる。 （立木 修）

凶院出土昨日木部］｛，突BliJ区｜ 紀生f.i名胸
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